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３ 研究目的 

カイコを医薬品・食品開発基盤として社会実装するための技術的課題で

ある（１）カイコモデル系の不足、（２）ヒトへの外挿性に関する知見の

不足、（３）カイコモデル独自の成果の不足、を解決する。  

  

４ 研究内容及び実施体制 

①  ハイリスク真菌感染症の克服に向けたカイコモデルの活用（真菌

感染モデルの作出） 

ヒトに感染する病原性真菌をカイコに感染させ、その感染過程を解

析することにより、真菌感染症モデル動物としてのカイコの活用を

試みる。 
（武蔵野大学薬学部、帝京大学医真菌研究センター） 

 

② カイコを用いて見出された「自然免疫活性化ペプチド」関連技術の

高度化 

自然免疫に作用する物質に応答して、個体レベルでの感染抵抗性を

獲得するカイコの特長を活かし、新しい自然免疫調節物質の作用を

明らかにする。 
（帝京大学医真菌研究センター） 

    

５ 最終目標 

カイコを用いて複数の真菌感染症モデルを作出し。既承認薬の治療効

果を検証する。また、カイコで見出された新規自然免疫調節物質の作

用機序解明と、当該技術による自然免疫活性化薬シーズの創出を行う。 

 

６ 期待される効果・貢献 

本研究の成果は、将来新たな抗真菌薬の探索を行うための技術基盤、

自然免疫調節物質を探索するための技術基盤となり、新たな感染制

御薬・免疫関連機能性食品の創出が期待される。 
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